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「 徴収猶予申請書 」の書き方

令和２年５月１４日

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業等に係る収入が相当程度（概ね２０％以上）減少

し、かつ、一時に納付し、又は納入することが困難であるため、猶予を受けようとする場合には、

「徴収猶予申請書」に収入の状況等を証する資料を添付して提出する必要があります。

１ 申請者名等

申請年月日

申請書を提出する日を記載してください。

郵送で提出する場合は、郵便を投函する日を記載してください。

※注意

令和２年６月３０日、又は、納期限のいずれか遅い日までに申請が必要です。

申請者

住所所在地、電話番号（携帯電話番号も可）、氏名名称を記載の上必ず押印してください。

申請者が法人である場合は、氏名名称欄に法人名称の他、代表者の住所及び代表者氏名を記載し

てください。法人の場合の電話番号については、担当部署の連絡先を記載してください。

納付又は納入すべき税

徴収猶予を申請する市税の年度・税目・期/月・納期限・税額・本税以外(延滞金等)・納付書番号

等をすべて記載してください。年度・税目・期/月・納期限（年）はプルダウンから選択してくださ

い。納付書番号等が不明の場合はこちらで確認しますので、記載しなくても構いません。

猶予を希望する期間は、納期限の翌日から最長１２か月の範囲内で申請することができます。

納付又は納入すべき税の記入欄が不足する場合は、「別紙のとおり」 ☑に を記載の上、別紙の「猶

予対象一覧」に申請する対象をすべて記載してください。

猶予を希望するすべての税額の合計を①に記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、下記の項目は自動で計算されます。

Ø 猶予を希望する期間の希望月数を記載した場合の終日

Ø 税額（別紙に入力した場合を含む）の合計

※注意

令和２年２月１日から令和３年１月３１日までに納期限が到来するものが対象です。

新型コロナウイルス感染症等の影響

☑該当する項目に を記載してください。

新型コロナウイルス感染症やそのまん延防止のための措置の影響により収入が減少しているこ

とが必要です。

２ 猶予額の計算の記載

本項目は、会計ソフト等で作成した試算表などで代用いただいても構いません。

また各項の添付資料について、資料の提出が困難な場合は、口頭によりお伺いしますので提出は

不要です。

（１）収入の減少の状況等

令和２年２月以降、前年同月と比べて収入の減少率が大きい月の収支状況を記載してください。
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１か月の収支のみの記載も可能です。

・収入欄③～⑤、⑥～⑧

事業収入の減少等の事実があることを証する書類（売上帳、給与明細、預金通帳のコピー等）

を添付してください。

・今年の収入（左枠③～⑤）

令和２年（当年）の２月以降の事業収入、給与収入等の収入金額を記載し、月ごとの小計を③

～⑤に記載してください。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、③～⑤の小計は自動で計算されます。

・前年同月の収入（右枠⑥～⑧）

左枠に記載した前年同月の事業収入、給与収入等の収入金額を記載し、月ごとの小計を記載し

てください。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、⑥～⑧の小計は自動で計算されます。

※注意

前年同月の月別収入が不明の場合は、年間収入を按分した額を記載してください。事業等開始

後１年を経過していない場合は、令和２年１月までの任意の期間を記載してください。

・収入減少率

収入の減少率について月ごとに計算し、そのうち減少率が最大なものを記載してください。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

例 令和２年２月 ｛１－（③450,000÷⑥450,000）｝＝0.00（0.0％）

令和２年３月 ｛１－（④200,000÷⑦480,000）｝＝0.58333…（58.3％）

令和２年４月 ｛１－（⑤ 50,000÷⑧500,000）｝＝0.9（90.0％）

上記ケースの場合は、４月分の減少率の90％を記載します。

・今年の支出⑨～⑪（左枠⑨～⑪）

支出の左枠に令和２年（当年）の２月以降の仕入れ、販売管理費／一般管理費、借入金返済等

の支出金額を記載し、月ごとの小計を⑨～⑪に記載してください。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、⑨～⑪の小計は自動で計算されます。

※注意

減価償却費など、実際の支払いを伴わない費用などは「支出」に該当しません。

また、申請者が法人の場合は、生活費は「支出」に該当しません。

・前年同月の支出（右枠）

支出の右枠に前年同月の支出を記載してください。

・支出の平均額⑫

支出の左枠において計算した月ごとの小計⑨～⑪を合計し、記載月数で割り平均額を記載しま

す。千円未満は切上げします。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

例 （ 令和２年２月⑨305,000円 ＋ 令和２年３月⑩255,000円

＋ 令和２年４月⑪110,000円 ）÷ ３（月数） ＝ 223,333円

上記ケースの場合は、千円未満を切上げした224,000円を記載します。

・税理士署名押印

税理士による代理申請の場合に記載してください。
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（２）当面の運転資金等の状況等

・当面の運転資金等

（１）の⑫で計算した金額×６（６か月分）を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

・今後６か月間に予定されている臨時支出等の額

車検に係る費用、備品老朽化に伴う新規購入費、工場等の点検・整備に係る費用等申請から６か

月以内に予定されている支出に係る費用を記載します。

・当面の支出見込額⑬

当面の運転資金等＋今後６か月間に予定されている臨時支出等の額の合計金額を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

例 当面の運転資金等1,344,000円

＋今後６か月間に予定されている臨時支出等500,000円 =1,844,000円

上記ケースの場合は、1,844,000円を記載します。

（３）現金・預貯金残高

一時納付・納入が困難であることを証する書類（預金通帳、現金出納帳等）を添付してくださ

い。

・現金

手元にある現金金額を記載します。

・預貯金

預貯金の金額を記載します。預金通帳のコピー等残高を証するものを添付してください。

・現金・預貯金の合計⑭

現金及び預貯金の欄に記載した金額の合計を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

（４）納付可能金額

・納付可能金額⑮

向こう６か月の事業資金・生活費等を超える現金・預貯金をお持ちの場合は、納付可能金額と

して納期限までに納付していただく必要があります。

「⑭現金・預貯金の合計」－「⑬当面の支出見込額」の計算結果を記載します。

計算結果がマイナス になる場合は、0円と記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

（５）猶予を受けようとする金額

・納付・納入すべき税

①で記載した納付すべき税額を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

・納付可能金額

⑮で記載した金額を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。

・猶予額

「①納付・納入すべき税」 － 「⑮納付可能金額」の計算結果を記載します。

Ｅｘｃｅｌ形式をダウンロードし利用する場合、自動で計算されます。
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３ その他の猶予申請（他の猶予の申請を併せて希望する場合）

☑その他の猶予制度（換価の猶予）の適用を希望する場合は、 を記載してください。

収入率の減少率が低い場合、本申請は許可されませんが、他の猶予制度により猶予が受けられ

る場合があります。他の猶予制度を申請される場合は、改めて別の申請書や収入状況のわかる資

料等が必要になる場合があります。

※注意

☑はあくまで他の猶予制度の希望欄であり、これだけで他の猶予制度が適用されるわけではあり

ません。


